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心不全とは
どのような病気ですか？

心不全症状が悪化！

「苦しい・・・」緊急搬送！

人工呼吸器やマスクで呼吸補助

強心薬などの薬物治療

退院！

また苦しくなったら入院して

点滴と酸素を吸えば治る
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「なんらかの心臓機能障害，異常が生
じて心ポンプ機能の代償機転が破綻し
た結果，呼吸困難・倦怠感や浮腫が出
現し，それに伴い運動耐容能が低下す
る臨床症候群」

急性増悪時は病状や全身状態が
かなり悪くなる

が・・・

治療がうまくいけば回復・退院できる



心不全とは
どのような病気ですか？

• 心不全とは、心臓の機能が悪いために息切れやむくみが起こり、だ
んだん悪くなって、生命を縮める病気です。

• 高血圧や糖尿病、肥満、動脈硬化などは、心臓の病気の大きなリ
スクです。やがて、心筋梗塞、心筋症、弁膜症など、いろいろな心
臓の病気を引き起こして、心不全となります
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症状がよくなっても、心不全が完全に治ったわけではありません。
再び悪化させないように生活習慣に気をつけて、
心不全とうまく付き合っていくことが大切です。

http://www.asas.or.jp/jhfs/topics/shinhuzentecho.html

自身の生活習慣を改善できないまま、
心不全に至る



心不全患者はセルフケアが重要

心不全患者が再入院する原因の大半は不適切なセルフケアによる！
急性増悪と寛解を繰り返すたびに心機能は悪化していく！
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心不全に関する知識がある患者は、
セルフケアのアドヒアランスが高い

情報提供してもセルフケア向上に
つながらない、
アドヒアランスが低い患者も存在

情報提供とセルフケアとの間の障壁

ヘルスリテラシー
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心不全患者のヘルスリテラシー

欧米：TOFLA短縮版
ヘルスリテラシーが低い患者の特徴
高齢
教育歴、社会経済的状態、認知機能が低い
心不全の知識が乏しい
アドヒアランス,QOLが低い
死亡率・再入院率が高い

日本：心不全特異的ヘルスリテラシー尺度

ヘルスリテラシーが低い患者
→病状悪化時に医療者に相談行動をとりにくい



心不全の病みの軌跡
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いつかは薬物治療や人工呼吸器から離脱できなくなるかも・・・
→でもいつなのかは誰にもわからない

治療のオプションは多彩で延命はできるけど・・・
（手術、補助人工心臓、透析、植え込み除細動器、補助循環）
→決めなくてはいけないときに患者自身の意識はない（ことが大半）
どのオプションが必要になるかは、その時にならないとわからない

ヘルスリテラシーが低く
入退院を繰り返す患者も

自分の将来に関係するかわからない
選択肢の利点と欠点を挙げられても
現実味がない
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最近では・・・

心不全患者は予後が不確かなため、
患者教育だけでなく診断早期から
Advance Care Planningを
並行して行いましょう!



病みの軌跡を患者・家族と協力して
描いてみる？

 1 自分の病状をどのように理解していますか?(現状の理解)

 2 あなたの人生を意味あるものにしているのは何ですか?

(目標とする QOL レベル)

 3 最も気がかりなことはなんですか?「こうなったら死んだほうがまし」

という状況はありますか? (許容できる最低限の QOL レベル)

 4 病状が悪くなったときに,どのくらいがんばる覚悟がありますか?

(払える犠牲の大きさ)
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Discussion Point 臨床で患者さんのヘルスリテラシーを

意識して関わったことはありますか？

患者家族と「病みの軌跡」を描くことに
ついてどのように考えますか？
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